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近年、「人新世」に関する議論は高い関心を集めており、産業革命以降の人間活動が

地球環境に及ぼしてきた影響の解明は、重要なテーマとなっている。人間活動は大気環

境にも大きな影響を与えてきており、こうした大気環境の変化の記録は、氷や堆積物の

中の過去のエアロゾルに保存されている。本研究では、グリーンランド南東部で採取さ

れ、1800 年から 2016 年のグローバルな記録を高解像度で残す SE-II アイスコアと、1832
年から 2016 年までの主に東京の大気の記録を残す皇居お堀（桜田濠）堆積物に対し、

微量金属濃度測定や化学種分析、同位体測定を行うことで、グローバルな記録からロー

カルな記録まで、いくつかの空間スケールでの人間活動の影響の時代による変化を検出

した。 
SE-II アイスコアについて、汚染処理を行ったのち微量金属元素の濃度を測定し、人

為起源の寄与の大きさを示す濃縮係数(EF)を算出した。EF については、亜鉛(Zn)や鉛な

どの元素で、人為起源の寄与が極めて大きいことが示された。季節ごとの濃度を見ると、

アルミニウムなどの自然起源元素では、中央アジア等に起源を持つ鉱物ダストの影響と

みられるピークが、春のサンプルで確認できた。また、SE-II アイスコアでは昇華法で

粒子を回収し、XAFS 法を用いて Zn の化学種を測定することに成功した。その結果、

1850 年の粒子に比べて 1950 年の粒子では ZnSO4などの燃焼起源の Zn の特徴を持つ化

学種の割合が高いことがわかった。また、皇居お堀堆積物については Zn 同位体比(δ66Zn)
を測定し、東京湾堆積物よりも低く、人為的な燃焼起源と考えられる δ66Zn を得た。ま

た δ66Zn の経年変化は、東京における様々な歴史的イベント（江戸期の火災イベント、

日本の産業革命、戦争期、高度経済成長など）を反映している可能性がある。 
このように SE-II アイスコアと皇居お堀堆積物コアについて様々な化学分析を行った

結果、人為起源エアロゾルに特徴的な記録や、人間活動による大気環境の変化を反映す

る記録が得られた。今後はさらに多くの試料の分析を行うことで、より信頼できる結論

を得るとともに、産業革命以前の試料の分析等も行い、様々な人間活動の影響がこれら

の化学指標にどのように現れるかを解明する。 
 

Chemical analysis of anthropogenic aerosols recorded in Tokyo Palace moat sediments and 

Greenland ice core. 
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